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繊維強化プラスチック（Flて丁り廃材の有効利用を臼的として∴Jlセン少一で開発したI、RP粉末の親水化処」朝貢術とそれを  

用いた池永分離技術を利川して，多くの工場で使用されているコンプレッサし→から排出される洒二こマルジョンを含んだト  

レン水用の浄化装置の開発について研究を子J二い∴安価で簡易なドレン舶争化装置細井私並びに浄化資材としてぴ〕製造シ  

ステムについて事業化に向けて取り離んだ♂）で報告する．  

1緒 言   

県内にはプラスチック製．ノー占製造業が70社ほどあるが，現  

状ではリサイクルや廃棄処碑が困難な‖許）の廃材や端材〝〕  

利川技術の開発が重要な課題になっている．   

一ノナ，ⅠS（）14000シリー→ズの取得企業が増える中で，多く  

の丁．場に設置されているコンプレッサーから排出される  

ドレン水口」にはエマルジョン化した数什叩mの油分が含ま  

れ，1SOや工場排水基準をクリアする卜ご）その処理が人  

きな問題になっている．   

当センタし→では ，平成13年度にト邪）廃材の有効利用技術  

研究を行い，親水化処理を施したFtiP粉末を利用してエマ  

ルジョン化しノた洒分を分離，除去する技術を開発Lており，  

この技術が日日〕廃材の有効利用とコンプレッサ」一ドレン水  

の津化に大いに役立っもげ）と期待される．   

そこで，「RP粉末による濯水分離技彿慨嘆出化を図るた  

めに）コンプレッサードレン水中の油水分離技術〔7〕碓ナたと  

ドレン水浄化資材製造システムの開発をH的として研究  

を行った．  

Fig】1グラインダ加工風景  

2 研究方法  

2．1FRP材料   

Fl廿）造船企業においては，多くのm†甘溺胸ヰ煉材を有償  

で廃棄処理しているが，FTモー〕廃材を活川した新技術や新寸  

業が期待されている．現在 主に排出されているものとし  

て，切抜き廃材やグラインダノ州Ⅰ二 け＼ig．1）廃材があげら  

れる．   

そこで「本研究ではグラインダ加＝†1こに排日され集塵機  

で回収されているトⅢ）粉末を主に川いた．F肝粉末は屋内で  

自然蛇煤した後，節蔵とう器を使って分級を行い，枇度分  

イrfを測定しノた．  

Fig．2 減水分離試験  

2．2 親水化処理   

減水化処理ム法に／〕いては，平′成に咋痩に開発しノた娠と  

う法に」二る簡易なも爪であるが，現在，特許†川牢川ーである   

〔う4  



ため，二こで詳細は記載Lない．  

23 油水分離実験   

直径36上nlれのカラムを使用し ろ紙（5B）を敷いた上に親  

水化処理を行／）たITl肝耕末を－高さ2nmm主で充填し，人気圧  

下におけるコンプレッサードレン水の通水ろ過試験を行  

った（F上g．2）．使用Lたドレン水は人分市一人げ〕鋳ユ畏仁」蕩  

から提供されたコンプレッサーードレン水であり，原液の油  

分濃度は季節変動による差はあるが、ほぼ100～′抑）押rnで  

あ／Jた．   

試験では〕ドレン水垢液を抜き放って油分濃度を測定し  

ておき，力1〕水ろ過試験におけるろ過速度とろ液の油分濃度  

を経時的に測定した．なお， ドレン水原液は時間の経過に  

伴って二エマルジョン洒が潤滑にな／」て液表血に浮いてく  

るため∴実験し＝ま＝引二伸1＝京液を抜き取って使用する原液  

の油分濃度を測定した．   

Tab憂elろ過試験条件  
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Fig．3 FRPグラインダ粉末の粒度分布  

FRP粉末   粒度；75～150〟m，又は～5mm  クナラインタヾ  

ガラス含有量こ約45％   加工粉末   

ドレン水原液   

油分分析   ヘキサン抽出法による  

2】4浄化装置の検討，試作   

コンプレッサードレン水の年間平均排H量をもとにプ 実  

川化に必要なろi占錮生能と浄化方法について検討を打った．   

ドレン水の発生量は季節によって異なるが，あるコンプ  

レッサー→メー∨一カーーでは：う00押m（7）ドレン水を年間3）000T．処  

三哩できるドレン水浄化装置を検討している．しかし，  

150ppm以上は油滴となって別途，簡易に除去できるため，  

二こr7ルジョン滴としては150ppm程度と推定され，求められ  

るここマルジョン洒吸着性能は450g／年である．ニれ去での  

実験では，コニマルジョン油の吸着量は4ニう0】¶g／1gFTくl〕であり，  

′肘）g（7）エマルジョン仙を吸着するた裾こはほ‰ ノ）し去り約  

2L（7）親水化FHP粉末を要することになる．Lたがって，実  

用上は、t′二年交換用か1年交換用の津化フィルター1乃開発が  

必要であり，それをトニ‖票に検討，試作を待った．   

また，通水ろ過試験において発生したITIそⅠ〕微粒J′▲の漏洩  

やろ紙の［】詰まり，ろ過速度の向上について，改善策の検  

討を行った．  

Fig．4 FRP粉末の電顕写真  
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F妄g．5 周波数と親水化時間  

ろ過試憐では75′｛Jm～150ノ川】ふ）るいは75JL′m／、5ⅢIl胡笹川  

釣粉末（Fi昌一′1）を枝川することとした。  

3．2親水化処理   

般とうに上る親水化処川ゝにおけろ川減数と親水化l、川J  

の闇係について上座．5にホす．二の結果から，非甘に如帖  

F甘でF絆粉末を親木化する二上ができることがわか／jたく  

しかし，川波数が人きくなるにつれご／巨じる振とう機げ）振  

動や姓押後の気泡除去等を考慮して，L67ル（100「主）Ⅰ¶）で   

3 結果および考察  

3．1FRP粉末   

使用したグラインダ加工F肝粉末の粒度分布を卜ig．iに  

ホす．去た，試験的に切抜き廃材を粉砕加工したl了i研労末  

について≠）粒度分布を1Tig．3に示す．   

5rれIm以上二び〕粒度げ）ヰ、ぴ〕‡主，集壁げ〕際に作業環境周辺から  

混入しノたゴミがほとんどであり，7れ川以F〝〕微粉ノいょろ  

過速度の低卜やろ紙の口詰まりを引き起こしやすいげ）で 
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フィルター、ぴ〕≡沃イ1三においてご協力をと1易／Jた西］木花業煉  

ぺ会社圭やこむ謝意を衣す．  

1朽紺肘）放さとうに上る親水化処州が′」三川仁油＼1であると  

机断Lた．  

3．3油水分離実験   

カラムによる通水ろ過試験の結果㍑／〕いて，「圧．6にホ  

す．ろ過速度且「ニR「）粉末の粒度，通水任，ろ紙げ）通水性  

に人きく依イ了Lており，一定時間通水後にはドRlつ微粉末に  

よるろ紙の【1詰去り章）生じているヰ〕のと考えられる．去た，  

ろ過水の油分濃度は，F肝粉末量と通水庄，／つまりろ過速  

度に依イ」′二しているとぢ‘えられる．したがって∴低速でろ過  

を子」二うことが望ましいが∴実用上点ろ過面積を瓜デること  

によって人きなろ過量を確保する必要がある．   

一九 川上）微粒子による口詰まりや）ろ紙からの微粒J′  

〝）漏れも肛題であったため，技術7ドパイザーーの指導げ）も  

とにそ♂）解決に向けた検討を行った．その結果，r、RP粉人  

に保水・保湿性粉末を混合1調整することに上って，微粒  

子が同定され，［冒題を解決することができることがわかっ  

た．このため，非常にノム範囲げ〕粒′度川千【il）粉末を使川する  

ことが可能にな／）た．  
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Fig．6 油水分離試験結果  

3．4浄化装置の検討，試作   

浄化システムを検討したが，浄化装帯に通水圧によろ負  

荷がかかりすぎるとろ過性能が低卜するた姉，コンフレッ  

サーーから高圧で噴汗．するドレン水を －［トナャンバー→に溜  

めて常圧に戻した後∴隼化装置に入れることとした．また，  

ドレン水を屑接，浄化資材であるlTRP粉末上二に滴下すると  

局部眈なろ過や院路ぶてきやすいため，沖化贅材をろ紙フ  

ィルター一に封入する必要件も把握した．  

一方，水中で親水化処理を行った‖汁粉末は一口▲比燥さ  

せろと親水性が尖われるため上牧り扱いが非竹に難Lか／1  

た．しノかし F即微粉末の漏れやろiI週フィルターーの目許去  

り，ろ過速度の侶下の限題を解決したFRI〕粉末と保水。保  

湿什粉末との複合化姓岬甘I、R「1粉末が一山乾燥しても親  

水性む保持していることにも繋がり，浄化資材の取り扱い  

が胡守勘こ容易になった．   

沖化用フィルターは，人「ろ紙メーか一に親ノjく化卜肝粉  

バミの充填を委託したものと∴県内企業が製造し－こいる市販  

の浄水溝川jフィルターを改良Lて親水化Ⅷ出汁末を充填しノ  

た恒机棋新顔を試作した（Fig．7）  

4 緒 言   

本研究甘 財団法人人分県産業創追機構から平成15叫蜜  

新技術新製品開発支援事業で委託された研究であり）自省二  

Ⅲ川剰甘即有効利」IJにユニる事業化を∃］指してい㌃東九州造  

船楳式会社と共l叶で実施した．  

最後に，本研究明朝適にあた／〕て非常訂二適確なアドバイ  

スを賜った凍藻〕姐科大学才一誉教授び）小石眞純上しドレン水  

をご提供いただいた木本機器l二業株」しごミ杜〕、1巨びに浄化川  

Fig．7 試作した浄化用フィルタⅦと浄化装置   
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